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クラブ広報・IT・ロータリー情報雑誌委員会 【委員長】白井貴博【副委員長】平良真人  三宅隆文【委員】*野城隆憲  *前野拓郎  *菊池民雄  *前田善弘
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第2083回【3】2020年1月7日Vol-21

55 41 36 5

0 2

87.80

95.34

66,000

947,000

2020年1月14日（火）

　「新入会員卓話」

　　横 田 一 樹 会員

　　高橋健一郎 会員

12:30点鐘
千葉スカイウインドウズ 東天紅

 ニコニコBOX
 ・津田…明けましておめでとうございます。誕生祝いを頂き、ありがとうございます。
 ・山本…年末に中 1 の孫とカナダのオーロラを見てきました。
 ・吉野…誕生祝いを頂いて。
 ・海寶…本年も宜しくお願い申し上げます。忘年家族例会ではお世話になりありがとうございました！
 ・宮川…正月早々、ハクビシンに庭のミカンを全部食べられました。アーアー…
 ・大森…おめでとうございます。今年も宜しくお願いします。楽生さん、今年もありがとう。
 ・西川…明けましておめでとうございます。忘年家族例会に大勢ご参加頂きありがとうございました。
 ・遠藤平…2020 年、皆様のご多幸をお祈り致します。1 月 3 日、満 65 歳になりました。
 ・川島治代…明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。
 ・飯高…明けましておめでとうございます。川﨑さん、入会おめでとうございます。
 ・藤崎…明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。
　　　　三遊亭楽生師匠、来年も宜しくお願い致します。
 ・野口アキ子…皆様、明けましておめでとうございます。今年も皆様のご健勝、ご多幸をお祈り致します。
 ・前野…本年も良い年になりますように！
 ・白井…本年も宜しくお願い致します。
 ・菊地…忘年例会、多数参加ありがとうございました。
 ・長坂…本年も宜しくお願い申し上げます。
 ・本橋…先般 1 月 4 日・5 日の義母の通夜・葬儀に際し、千葉西 RC の皆様にはお正月早々より多大なるご配慮を
　　　　頂き誠にありがとうございました。
 ・小松…一年の計は元旦にありの一年を遅れたらとの思いをニコニコ BOX へ

シェルドン曰く、健全に事業を営むためには、従業員や取引業者や顧客や商圏地域社会の人々のお陰であることを忘
れてはなりません。事業で得た利得は関係する皆さんに均等に配分することが、継続的な事業の発展につながります。
良い事業主の基には良い従業員が集まり、良い従業員には良い顧客が集まって事業の繁栄につながるのです。その為
には事業主は良好な労働環境を従業員に提供する責務があり、安全、福利厚生、社会保障、快適な生活を保障し、そ
のための教育機会を提供するのです。事業主が利益を独占することなく、適正配分することで継続的安定経営が実現
できます。また事業主として、正しい質と量と管理の方法を説き、顧客のリピーター確保の為に適正経営を教えてく
れています。即ち商売に成功する方法は、利益をもたらしてくれる顧客を継続的に確保することなのです。更には黄
金律である「あなたが他人からしてもらいたいことを先に他人にしてあげなさい」即ち自分が儲けることより他人が
利益を得ることを優先することにより、後から何倍もの利益が還元される言葉を、経営学に基づいた奉仕理念として
言い換えた言葉が He Profits Most Who Serves Best になると教示しています。

● （横 11P）甲府北 RC 小林聰一郎 DGN は、100 年かけて育んできた「日本の職業奉仕」を記述され分かりやす
く説明し、Vocational Service を職業奉仕と日本語訳した経緯を丁寧に説明しています。職業奉仕という言葉を、日
本のロータリーが生んだ独創性の言葉として高く評価し、職業奉仕の解釈として、RI 的には自分の職業スキルを生か
した奉仕活動とした考え方は間違っていると断言している。むしろ、日本的に表記した職業奉仕の思考を深めて、思
想哲学的職業奉仕概念を根幹にした、自己を律し研鑽を積み地域社会の人々に分かち合いと貢献する理想を実現する
ために、他者への奉仕活動を実践させることが大切と問う。先ずは、自分の職業が公式標語やロータリーの目的や四
つのテストに照らし合わせて、日々品位ある活動の為に誠心誠意の心掛けを受け入れることの重要性を提示している。
ロータリー活動や職業奉仕概念として、インドスタンの六盲人の寓話が大変興味深く納得する。併せてロータリー標
語や職業倫理訓、決議 23-34 などの歴史背景や関連を学ぶことで、初期ロータリーの目標がよく理解できる。ロー
タリー活動は奉仕の実践とする社会奉仕と、思想的な深化を目指す職業奉仕のバランスを上手く取り込みながら、長
い時間を掛けてシーソーの上げ下げ現象を繰り返してきた経緯の説明は納得できる。日本では、職業奉仕を考えるこ
とは奉仕の理念そのものを考えることに至っていると、大連宣言を例えて説明している。日本が編み出した思想哲学
的な概念を大いに誇り、職業奉仕を深めてきた歴史は、日本人的感性の豊かさを最大評価する。100 年かけて考え続
けてきた正統日本の職業奉仕論こそ宝物であり、真の職業奉仕論であると結んでいる。小林 DGN の蘊蓄は大きな価
値があり納得の理論であります。これほど納得感がある論文は貴重であり修得の価値は大きいと思います。

● （横 24P）侃々諤々では、例会の席は固定派？それともシャッフル派？と題した意見交流が掲載されていて、それ
ぞれ投稿者の意見が面白い。クラブ例会の席順の参考にして、意義ある例会運営の為に、会員からの意見を尊重させ
ていけることを願います。

● （横 32P）ローターアクトの規定に関する最近の変更について。昨年 4 月にあった規定審議会で、ローターアクト
クラブに関しての組織規定が大幅に改定された。ローターアクトに関しては、クラブもアクターに関してもロータリー
の章典は勿論ですが、改正標準クラブ定款の理解をしっかり深める必要があります。

 ・西川…明けましておめでとうございます。忘年家族例会に大勢ご参加頂きありがとうございました。


